
 
 

54 

第５章 環境教育等の推進 

１ 背景と基本的な考え方 

（１）背景 

第三次計画では、「ひとを育てる環境教育プロジェクト」として、環境教育・環境学習の

推進、環境人材の育成、ネットワーク化と連携の推進を軸に、持続可能な社会づくりに貢

献する「ひとを育てる」ことをリーディングプロジェクトとして推進してきました。 

この取組を継続、発展させるため、本計画では「環境教育等による環境保全の取組の促

進に関する法律」の主旨を踏まえ、環境教育等の推進を重要な取組分野として取り扱うこ

ととします。 

 

（２）基本的な考え方 

私たちの行動は地球環境に影響を与え、地球環境の悪化も私たちの生活に影響を与えて

おり、一人ひとりの日々の暮らしと世界中の環境問題は密接につながっています。そして、

気候変動や生物多様性の損失等の多くの環境問題は、経済的社会的に弱い国や地域に影響

が大きく、現在の世代より将来の世代により深刻な影響を与えます。 

これらの解決には、本市の環境について、自ら向き合い、自ら行動する人材を育成する

ために、子どもから大人まで生涯を通じて学ぶ機会や場を創出していくとともに、一人ひ

とりの市民、個々の事業者が、将来にわたり継続的に環境に配慮した行動をとることが重

要です。 

そのためには、私たちの生活が環境の恵みの上に成り立っていることを実感し、私たち

の活動に起因する環境負荷が、環境に大きな影響を及ぼしていることを理解し、問題の本

質や取組の方法を自ら考え、解決する能力を身に付け、実際の「行動」に結び付けていく

持続可能な開発のための教育（ESD*）の推進が重要です。 

さらに、環境を軸とした成長を進める上で、環境保全活動に加えて、市民、事業者、NPO

等団体、学校、行政等の連携が不可欠です。 
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出典：こども環境白書（環境省）  
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２ 取組方針 

背景と基本的な考え方を踏まえて、本市における環境教育等は以下の取組方針に基づき

推進します。 

 

取組方針  内容 
   

（１） 
あらゆる主体・世代への 

環境教育・環境学習の推進 

 

学校や家庭、地域、職場などあらゆる場におい

て、幅広い世代を対象とした環境教育・環境学習

の機会を提供します。 

 

   

（２） 環境人材の育成と活用 

 

環境教育や環境保全活動等の推進において、指

導者や地域における環境保全活動を担う環境人

材を育成し、各主体の活動と連携することで持

続的な活動を支援します。 

 

   

（３） 
地域資源を活かした体験の 

機会と場の整備・活用 

 

自然体験活動をはじめとして、本市の地域資源

を活かした体験活動への参加機会を拡充すると

ともに、体験の場を整備することで、地域環境へ

の関心・愛着を高めます。 
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３ 取組内容 

（１）あらゆる主体・世代への環境教育・環境学習の推進 

学校や家庭、地域、職場などあらゆる場において、幅広い世代を対象とした環境教育・

環境学習の機会を提供します。 

 

環境教育・環境学習の推進 

対象 取組内容 環境分野 

学校 

 小中高校への出前授業において、市が進める各種事業や施策の

説明などを行い、市民の理解を促進します 
自 快 生 資 地 

 環境に配慮したエコスクールの整備を推進します 自     資 地 

親子・一般 
 歴史・文化資源を活用した展示・イベント等を開催し、地域文

化の理解を促進します 
  快 

小中学生 

 学校・団体の受け入れを積極的に行い、地域文化の理解を促進し

ます 
  快 

 環境教育副読本を作成・活用し、環境保全についての知識の普及

と意識の向上を図ります 
自    生 資 地 

地域・職場 

 まちづくり出張教室において、市が進める各種事業や施策の説

明などを行い、市民の理解を促進します 
自 快 生 資 地 

 緑化講習会等を通じて、緑化意識の高揚を図ります   快 

すべて 

 環境白書等を通じて、市域の環境の状況を公表し、市民の理解

を促進します 
自 快 生 資 地 

 イベントや広報誌等により、4R について啓発を実施し、市民意

識の高揚を図ります 
        資 地 

 自然観察会において、市内の身近な自然環境を観察することに

より自然の大切さを学び、自然を守り育てる意識の高揚を図り

ます 

自 

 地球温暖化対策ガイドブックを作成・活用し、地球温暖化防止

についての知識の普及と意識の高揚を図ります 
      資 地 
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（２）環境人材の育成と活用 

環境教育や環境保全活動等の推進において、指導者や地域における環境保全活動を担う

環境人材を育成し、各主体の活動と連携することで持続的な活動を支援します。 

 

環境人材の育成と活用 

対象 取組内容 環境分野 

学校 
 教職員への環境教育に関する研修を実施し、環境教育の充実を図

ります 
自 快 生 資 地 

小中高校生 
 子どもたちの環境に対する意識の高揚を図るため、「こどもエコ

クラブ」への参加を促進します 
自 快 生 資 地 

小中高校生 
一般 

 市民ボランティアガイドを育成し、歴史的文化資源の活用を推進

します 
  快 

地域 

 公園・緑地の維持管理を行うボランティア団体の育成を図ります   快 

 市民ボランティアの清掃活動を支援し、地域に根ざした美化活動

を促進します 
  快 

連携 

 「地球温暖化対策おおいた市民会議」を通じて、市、市民、事

業者が連携した取組を進めます 
      資 地 

 大分市環境保全活動団体の登録を促進し、団体間のネットワー

ク化を推進します 
自 快 生 資 地 

 地球温暖化対策おおいた市民会議や大分市環境保全活動団体と

連携し、環境保全活動を担う人材の育成を推進します 
自 快 生 資 地 

 環境保全活動を行う団体の情報発信等を行い、団体相互の連携

や活性化を促進します 
自 快 生 資 地 

 生涯学習指導者やボランティア、NPO 等を登録した大分市人材

バンクを活用し、環境保全活動や実践活動の支援を行います 
自 快 生 資 地 
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（３）地域資源を活かした体験の機会と場の整備・活用 

自然体験活動をはじめとして、本市の地域資源を活かした体験活動への参加機会を拡充

するとともに、体験の場を整備することで、地域環境への関心・愛着を高めます。 

 

地域資源を活かした体験の機会と場の整備・活用 

地域資源 取組内容 環境分野 

自 
然 
環 
境 

森林セラピー 

 各セラピーロードにおいて、森林セラピスト・森林

セラピーガイドによるプログラムを実施します 
自 

 様々な対象に向けたイベントを企画・実施します 自 

木育イベント 
 木材や木製品との触れ合いを通じて、木材への親し

みや木の文化への理解を深めます 
自       地 

地産地消 
イベント 

 農作物の収穫体験を通して、都市部と農村部との相

互理解を促進します 
自         

自然観察会 
 自然観察会を実施し、身近な自然に親しむ機会を創出

します 
自  

大分川 
 かわとまちが一体となって賑わいを創出する「かわ

まちづくり」の取組を推進します 
自 快 生  

快適 
環境 

大友氏遺跡 
歴史公園 

 歴史・文化を活かしたまちづくりを推進します   快  

― 学校  環境に配慮したエコスクールの整備を推進します 自     資 地 

 

 




